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「粉体および粉末冶金」第 66巻第 6号

水熱処理によるフェライトの生成

斎藤　俊次郎，武井　武

粉体および粉末冶金 13 (1966) 60-66.

「水熱処理によるフェライトの生成」に寄せて
 東京工業大学
 北本　仁孝

フェライトを加藤與五郎先生とともに発明された武井武先生ご指導のもと，TDK元専務取締
役の齋藤俊次郎さんが慶應義塾大学の大学院生当時に行われた，水熱処理によるフェライト粒子
の合成に関する研究論文です．齋藤さんにこの論文に関係するお話を伺うことができました．
当時はフェライトの応用が，電話，コンピュータ等へと拡大している時期であったそうです．
その中で武井先生が小さな粒子のフェライトが性能向上には必要ということで湿式合成に注目さ
れて，この水熱処理を伴う手法の研究を進められたということです．今でいうところのナノ粒子
合成だと思いますが，分離精製などが大変で実用化することが困難であったそうで，TDK（当時
の東京電気化学工業）に入られた後も武井先生からご指導を受けながら，様々なトライを重ねた
と懐古されていました．武井先生は常々，「研究者は正確なデータを世に出すのが仕事である」
とおっしゃっておられ，正確さや再現性を厳しく追及されていたそうです．また論文についても，
一言一句を吟味しなさいと指導され，グラフのプロットの大きさの意味も質問されたそうです．
今年は，フェライトが発明された 1930年から数えて 90年目，第 1回国際フェライト会議

（ICF）が開催された 1970年から数えて 50年目にあたります．このような年に，10月 29日から
第 12回 ICFが米国ボストンにて開催されます．フェライトの歴史を振り返るにはよい年になる
と思います．
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